（様式２）
運行管理体制等に関する調書
	商号又は名称
	


【運行の安全性の確保】
○旅客運送事業の実績
	道路運送法（昭和26年法律第183号）第３条第1号イに定める一般乗合旅客自動車運送事業で運行している路線数について
１、熊谷市内の路線数　　　　　　路線　　２、熊谷市外の県内路線数　　　　　　路線
３、その他　一般乗合旅客自動車運送事業の許可を取得予定（予定日　令和　年　月　日）

	循環バス・コミュニティバスなどの主な運行実績（過去５年間程度）

	発注者（依頼主）
	事　業　名
	始期年月

	
	
	終期年月（予定）

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	
	
	年　　　　月　　

	その他、バスの運行に係る特徴的な実績

	


○国土交通省による処分の状況。
（処分を受けたことがある場合は、処分を受けた年月日、事由、内容等について記載。）
	

	


○重大事故の発生状況。（過去１０年間）
※重大事故とは、自動車事故報告規則第２条の事故をいう。
（事故の発生年月日、状況等を記載。）
	


○乗務員の数（予定）、勤務体制、予備の乗務員の確保など
	


○運行管理体制、整備管理体制
	


【利用者の利便性の向上に関する取り組み】
○乗務員の研修及び教育の実施状況（直近２年程度の実績）
	


○苦情処理体制
	①乗務員の運転又は接客に対する苦情が寄せられた場合の対応

	

	②車内が満員で利用者がバスに乗り切れない場合の対応

	


○その他、利用者の利便性の向上に関する特徴的な取り組み
	


【運行収支改善に向けた提案】　　
○運行経費節減への取り組み
	


○運賃外収入の獲得に関する取り組みと、運賃外収入の年間目標金額
※運賃外収入の年間目標金額は、できる限り実現可能な額をご記入ください。
	

	運賃外収入の年間目標金額



○利用促進のための広報・PRに関する取り組み
	


【緊急時の対応能力】　　
○事故発生時の処理体制
	①運行中に事故が発生した場合（相手方あり。過失割合を問わない。）の具体的対応について

	

	②運行中に、危険を回避するため急停車したことにより利用客が転倒し負傷した場合の具体的対応について

	

	③運行中に、何らかの事由により運行が不可能となった場合の具体的対応について

	


○事故発生時等の非常時の連絡体制
	


○事故に対する損害賠償能力（加入している任意保険の内容）
	


○予備車両の配置状況
	


